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Primary purposePrimary purposePrimary purposePrimary purposePrimary purpose

11111、、、、、     本をとおしてのコミュニケーション本をとおしてのコミュニケーション本をとおしてのコミュニケーション本をとおしてのコミュニケーション本をとおしてのコミュニケーション
　　私たちは、ビサヤ語圏や先住民族の言葉で語られた昔話やおとぎ話を、普及させたいと思って
います。そのためにも定期的に冊子を出しています。また、マニラの子ども博物館やＡＣＣＵ（ユ
ネスコアジア文化センター）とも関係を持ちながら、画家、編集者、作家とミンダナオの若者や子
どもたちのコミュニケーションを相互に図っています。こうした計画を推進するに当たって、東京
に本部を置きタイやスリランカでも活動予定のＬＦＡＣ（アジア子ども文庫）がサポートしていま
す。
　　『ミンダナオ子ども図書館』の主旨は、ミンダナオの子どもたちや若者に、本をめぐる活動を
通して社会活動や創造活動に参加する楽しさを伝えることです。とりわけ、私たちは、貧しい子ど
もたちを活動の中心にすえています。

22222、、、、、ハウスライブラリーとストーリィーテーリングハウスライブラリーとストーリィーテーリングハウスライブラリーとストーリィーテーリングハウスライブラリーとストーリィーテーリングハウスライブラリーとストーリィーテーリング
　　『ミンダナオ子ども図書館』のスタッフは、経済的に貧しい辺境地域や小さな山村を好んで、
絵本や童話の読み聞かせに訪れています。活動の第一段階は、本を見たこともない子どもたちが、
絵本を読んだりお話を聞くことの楽しさを通して、本への関心をもってもらう事です。特定の地域
をくり返し訪れて、子どもたちが読書に興味を持ち始めたところで、第二段階としてボックスライ
ブラリーを設置しています。
　ボックスライブラリーというのは、箱に本を詰めてぬいぐるみといっしょに持っていき、村の特
定の家庭に設置して貸し出しをおこなう簡易図書館のことです。　設置したボックスライブラリー
は、一定の期間をおいて新しいセットに取り替えます。これにより子どもたちは、各自家庭に絵本
や本を持ち帰り、より深く本を読む楽しさを味わうことができます。
　　第三段階は、家庭に本棚を作り絵本を置くハウスライブラリーです。ハウスライブラリーは、
『ミンダナオ子ども図書館』のブランチとしての機能も持っています。町村の教育や読み聞かせ活
動に関心のある方々の許可を得て、家庭内に文庫を作り一般に開放します。本の貸し出しもします
が、すべての本はメインオフィスのコンピューターにインプットして、貸し出し中の本を把握し、
時期が来たら取り替えて内容を変えていきます。

『『『『『ミミミミミンンンンンダダダダダナナナナナオオオオオ子子子子子どどどどどももももも図図図図図書書書書書館館館館館』』』』』は、は、は、は、は、フィリピンのセック登録法に基づき現地法人として認可されましフィリピンのセック登録法に基づき現地法人として認可されましフィリピンのセック登録法に基づき現地法人として認可されましフィリピンのセック登録法に基づき現地法人として認可されましフィリピンのセック登録法に基づき現地法人として認可されまし
た。た。た。た。た。          読み聞かせ活動、読み聞かせ活動、読み聞かせ活動、読み聞かせ活動、読み聞かせ活動、     子ども図書館、子ども図書館、子ども図書館、子ども図書館、子ども図書館、          医療プロジェクト、医療プロジェクト、医療プロジェクト、医療プロジェクト、医療プロジェクト、     スカラシップ、スカラシップ、スカラシップ、スカラシップ、スカラシップ、     子どもシェルター、子どもシェルター、子どもシェルター、子どもシェルター、子どもシェルター、

難民センター、難民センター、難民センター、難民センター、難民センター、孤児施設などを現地法の認可に基づいて行います。孤児施設などを現地法の認可に基づいて行います。孤児施設などを現地法の認可に基づいて行います。孤児施設などを現地法の認可に基づいて行います。孤児施設などを現地法の認可に基づいて行います。
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Secondary purposeSecondary purposeSecondary purposeSecondary purposeSecondary purpose

１，１，１，１，１，医療プロジェクト医療プロジェクト医療プロジェクト医療プロジェクト医療プロジェクト
　　医療プロジェクトは、訪問先の村で出会う、病気や手術を必要
としながらも貧しくて医療を受けられない子どもたちのために始め
たプロジェクトです。　山岳民族の村や戦闘難民キャンプを訪ねる
と必ずといってよいほど治療や手術を必要としている子どもたちに
出会います。　知らぬ顔をして素通りできないので、できることは
やろうと言う主旨から開始しましたがひじょうに評判が良く、今で
は私たちの来る噂を聞いて、わざわざ親が子どもを連れて、遠くか
ら足を運んで待っているような状態です。
　　出生届けもない子が多く、町で手術を受けるために、私たちが書類手続きから町の病院までの
足代や食事、病院の手はずまで整えて、手術後は家にまで送り届けるといった、全面的救済のお手
伝いをするプロジェクトです。非常に労力と手間のかかるプロジェクトですが、本当に貧しい地域
の子どもたちは、ここまでしないと救済できません。メディカルミッションのような治療も含めた
組織的な活動ではなく、貧しい人々とメディカルミッションとをつなぐような地味な活動ですが、
読み聞かせでたえず貧しい村々を回っている利点を生かし、ボードメンバーで看護婦のマリセール
さんの采配のもとで看護学の奨学生たちと細かな救済活動を展開しています。
　　また、体だけではなく心のケアという意味では、ストーリィーテーリングが小さくない働きを
しています。とりわけ、戦闘で難民が多く出ているような難民センターの子どもたちは、情緒的に
も心の傷を負い、また食べ物にも事欠く生活のなかで両親にもゆとりがなく、喜びを失った日々を
余儀なくされているからです。私たちの活動は、その中心を子どもにおいていますが、とりわけミ
ンダナオではマイノリティーに属するモスリムと先住民族の子どもたちに比重を置いています。

 2. 2. 2. 2. 2. スカラシップスカラシップスカラシップスカラシップスカラシップ
　　私たちは、限られた学生ですが、より高い教育を受けるための奨学金も用意しています。とり
わけ高校と大学の高等教育に視点をおいています。現在は『ミンダナオ子ども図書館』のスタッフ
たちが奨学金を受けて、幼児教育、学校教育、看護医療、図書館司書といった専門分野で学んでい
ます。スカラシップは、教育と医療の分野における限られた学生を対象としていますが、将来は貧
しい先住民族とモスリムの若者たちを視野に入れたいと思っています。

 3. 3. 3. 3. 3. 子どものシェルターと孤児施設子どものシェルターと孤児施設子どものシェルターと孤児施設子どものシェルターと孤児施設子どものシェルターと孤児施設
　　私たちは、フィリピンの公の機関であるＤＳＷＤ（社会福祉局）の要請もあり連携を持ちつ
つ、子どものためのテンポラリーなシェルターを引き受けます。とりわけ栄養失調のストリートチ
ルドレンや、戦闘時に多くでる難民の子どもたちに、所在を提供する公に認められたセンターとし
て活動することも可能です。また、将来的には、貧しい地域や戦闘地域に多い、親を失った子ども
たちのための孤児施設として活動する許可も公に認められています。

より詳しく活動内容や活動状況をお知りになりたい方々はホームページをご覧くださいより詳しく活動内容や活動状況をお知りになりたい方々はホームページをご覧くださいより詳しく活動内容や活動状況をお知りになりたい方々はホームページをご覧くださいより詳しく活動内容や活動状況をお知りになりたい方々はホームページをご覧くださいより詳しく活動内容や活動状況をお知りになりたい方々はホームページをご覧ください

ビサヤ語、ビサヤ語、ビサヤ語、ビサヤ語、ビサヤ語、タガログ語、タガログ語、タガログ語、タガログ語、タガログ語、英語、英語、英語、英語、英語、日本語でご覧になれます日本語でご覧になれます日本語でご覧になれます日本語でご覧になれます日本語でご覧になれます

http://home.att.ne.jp/grape/MindanaoCL/http://home.att.ne.jp/grape/MindanaoCL/http://home.att.ne.jp/grape/MindanaoCL/http://home.att.ne.jp/grape/MindanaoCL/http://home.att.ne.jp/grape/MindanaoCL/
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）。

　
私
た
ち
は
、
今
ま
で
の
オ
フ
ィ
ス

以
外
に
も
う
一
つ
新
た
に
部
屋
を
借

り
て
、『
ミ
ン
ダ
ナ
オ
子
ど
も
図
書

館
』
を
作
り
ま
し
た
。
近
く
に
小
学
校

も
あ
り
子
ど
も
た
ち
も
訪
れ
ま
す
。

　
オ
フ
ィ
ス
は
す
べ
て
奨
学
生
た
ち

が
仕
切
っ
て
い
ま
す
。
毎
週
の
日
曜

日
は
２
ヶ
月
後
ま
で
読
み
聞
か
せ
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
び
っ
し
り
で
す
。

（
ハ
ウ
ス
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
ス
ト
ー

ハ
ウ
ス
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
ス
ト
ー

ハ
ウ
ス
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
ス
ト
ー

ハ
ウ
ス
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
ス
ト
ー

ハ
ウ
ス
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
ス
ト
ー

リ
ィ
ー
テ
ー
リ
ン
グ
）

リ
ィ
ー
テ
ー
リ
ン
グ
）

リ
ィ
ー
テ
ー
リ
ン
グ
）

リ
ィ
ー
テ
ー
リ
ン
グ
）

リ
ィ
ー
テ
ー
リ
ン
グ
）

　
そ
の
日
、
私
た
ち
は
５
時
に
起
き

６
時
に
朝
食
を
と
り
７
時
に
出
発
、

途
中
で
仲
介
者
を
乗
せ
て
目
的
の
プ

ロ
ッ
ク
村
へ
。

　
森
の
中
の
道
で
案
の
定
、
車
は
ス

タ
ッ
ク
し
て
し
ま
い
村
の
人
々
が
助

け
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
し
ば

し
ば
起
こ
る
の
で
す
（
大
型
四
輪
駆

動
車
が
欲
し
い
な
あ
・
・
・
ト
ヨ
タ
さ

ん
寄
付
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
）。

　
村
に
着
く
と
早
速
ゴ
ザ
を
し
い
て

読
み
聞
か
せ
を
始
め
ま
す
。
奨
学
生

の
お
姉
さ
ん
お
兄
さ
ん
の
読
み
聞
か

一人の子どもを救済するためにも、一人の子どもを救済するためにも、一人の子どもを救済するためにも、一人の子どもを救済するためにも、一人の子どもを救済するためにも、多くの活動と、多くの活動と、多くの活動と、多くの活動と、多くの活動と、
それを巡る許可が必要となるのです。それを巡る許可が必要となるのです。それを巡る許可が必要となるのです。それを巡る許可が必要となるのです。それを巡る許可が必要となるのです。 館長・松居友

貧しいからといって、必ずしも不幸とは限らない
私たちの生活の方が、豊かな国の人々の生活よりも

はるかに美しいと感じるときだってある。
けれども、どうにもならないのが、
お金が無くて学校に行けないときと

病気になっても病院に行けないとき・・・
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せ
に
子
ど
も
は
夢

中
。

　
『
ミ
ン
ダ
ナ
オ

『
ミ
ン
ダ
ナ
オ

『
ミ
ン
ダ
ナ
オ

『
ミ
ン
ダ
ナ
オ

『
ミ
ン
ダ
ナ
オ

子
ど
も
図
書
館
』

子
ど
も
図
書
館
』

子
ど
も
図
書
館
』

子
ど
も
図
書
館
』

子
ど
も
図
書
館
』

の
メ
ン
バ
ー
は
結

の
メ
ン
バ
ー
は
結

の
メ
ン
バ
ー
は
結

の
メ
ン
バ
ー
は
結

の
メ
ン
バ
ー
は
結

構
な
大
家
族
で
す
。

構
な
大
家
族
で
す
。

構
な
大
家
族
で
す
。

構
な
大
家
族
で
す
。

構
な
大
家
族
で
す
。

　
ボ
ー
ド
メ
ン
バ
ー
が
５
名
で
、
軌

道
に
乗
る
ま
で
松
居
友
が
館
長
を
引

き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
顔

が
広
く
役
所
関
係
に
強
い
設
計
技
師

の
ニ
ロ
氏
が
副
館
長
、
看
護
婦
の
マ

リ
セ
ー
ル
さ
ん
が
医
療
担
当
、、
図
書

館
司
書
の
ベ
ビ
ン
さ
ん
、
エ
ー
プ
リ

ル
リ
ン
が
経
理
担
当
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
農
地
運
営
を
サ
ム
エ

ル
氏
。
奨
学
生
は
大
学
生
が
６
名
、
高

校
生
が
３
名
、
小
学
生
が
２
名
で
す

か
ら
１
５
名
近
い
大
所
帯
で
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
は
純
粋
に
活

動
費
に
消
え
ま
す
か
ら
、
ス
タ
ッ
フ

の
生
活
は
私
の
個
人
収
入
と
サ
ム
エ

ル
氏
の
栽
培
す
る
農
場
の
作
物
だ
け
。

私
財
を
投
入
し
て
の
活
動
で
す
。
ま

た
、
経
理
に
厳
し
く
、
コ
ー
ラ
一
本
に

至
る
ま
で
領
収
書
を
と
り
、
公
私
を

わ
け
た
ク
リ
ア
な
会
計
が
特
徴
で
す
。

　
奨
学
生
た
ち
は
、

奨
学
生
た
ち
は
、

奨
学
生
た
ち
は
、

奨
学
生
た
ち
は
、

奨
学
生
た
ち
は
、
学
校
に
行
く
と

学
校
に
行
く
と

学
校
に
行
く
と

学
校
に
行
く
と

学
校
に
行
く
と

同
時
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
し
て

同
時
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
し
て

同
時
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
し
て

同
時
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
し
て

同
時
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

く
れ
て
い
ま
す
。

く
れ
て
い
ま
す
。

く
れ
て
い
ま
す
。

く
れ
て
い
ま
す
。

　　　　　
学
ん
で
い
る
の
は
、
図
書
館
学
、
教

育
学
、
看
護
学
な
ど
活
動
に
役
立
つ

も
の
ば
か
り
。
彼
ら
を
支
え
て
い
る

の
が
『
ミ
ン
ダ
ナ
オ
子
ど
も
図
書
館
』

の
奨
学
金
制

度
で
す
。（
ススススス

カ
ラ
シ
ッ
プ

カ
ラ
シ
ッ
プ

カ
ラ
シ
ッ
プ

カ
ラ
シ
ッ
プ

カ
ラ
シ
ッ
プ
）

　
読
み
聞
か

読
み
聞
か

読
み
聞
か

読
み
聞
か

読
み
聞
か

せ
は
大
成
功

せ
は
大
成
功

せ
は
大
成
功

せ
は
大
成
功

せ
は
大
成
功

　　　　　
現
地
の
子

ど
も
た
ち
も

奨
学
生
た
ち

も
こ
の
活
動

を
と
て
も
楽

し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　
プ
ロ
ッ
ク

村
は
初
め
て

の
訪
問
地
で

し
た
が
、
そ

の
前
の
週
は

す
で
に
５
度

訪
問
し
た
場

所
で
子
ど
も

た
ち
も
読
書

に
な
れ
て

き
た
の
で

『
ア
ジ
ア
子

ど
も
文
庫
』

の
支
援
で

ボ
ッ
ク
ス

ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
を
設

置
し
ま
し

た
。

　
本
と
ぬ
い
ぐ
る
み
の
詰
ま
っ
た
箱

を
家
庭
に
２
ヶ
月
ほ
ど
置
い
て
貸
し

出
し
、
後
に
新
た
な
箱
と
取
り
替
え

る
こ
の
図
書
館
活
動
に
子
ど
も
た
ち

も
大
喜
び
。

　
需
要
は
増
え
る
一
方
で
す
が
、
購

入
資
金
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
ダ

バ
オ
の
古
本
屋
か
ら
買
い
増
し
し
て

い
る
状
態
で
す
。
日
本
の
絵
本
の
寄

贈
も
増
え
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ

よ
り
も
現
地
の
出
版
社
を
支
援
す
る

た
め
に
も
絵
本
を
買
う
費
用
が
欲
し

い
と
い
う
の
が
正
直
な
気
持
ち
で
す
。

（
ハ
ウ
ス
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
ス
ト
ー

ハ
ウ
ス
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
ス
ト
ー

ハ
ウ
ス
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
ス
ト
ー

ハ
ウ
ス
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
ス
ト
ー

ハ
ウ
ス
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
ス
ト
ー

リ
ィ
ー
テ
ー
リ
ン
グ
）

リ
ィ
ー
テ
ー
リ
ン
グ
）

リ
ィ
ー
テ
ー
リ
ン
グ
）

リ
ィ
ー
テ
ー
リ
ン
グ
）

リ
ィ
ー
テ
ー
リ
ン
グ
）。

　
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
と
、

読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
と
、

読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
と
、

読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
と
、

読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
と
、
杖杖杖杖杖

を
つ
い
た
足
の
悪
い
男
の
子
が
父
親

を
つ
い
た
足
の
悪
い
男
の
子
が
父
親

を
つ
い
た
足
の
悪
い
男
の
子
が
父
親

を
つ
い
た
足
の
悪
い
男
の
子
が
父
親

を
つ
い
た
足
の
悪
い
男
の
子
が
父
親

に
連
れ
ら
れ
て
山
か
ら
下
り
て
き
ま

に
連
れ
ら
れ
て
山
か
ら
下
り
て
き
ま

に
連
れ
ら
れ
て
山
か
ら
下
り
て
き
ま

に
連
れ
ら
れ
て
山
か
ら
下
り
て
き
ま

に
連
れ
ら
れ
て
山
か
ら
下
り
て
き
ま

し
た
。

し
た
。

し
た
。

し
た
。

し
た
。

　
足
に
ふ
と
い
枝
が
刺
さ
り
膿
ん
で

い
ま
す
。
裸
足
の
生
活
で
す
か
ら
、
傷

口
は
汚
れ
化
膿
が
ひ
ど
い
。

　
ま
た
別
の
女
の
子
は
、
頭
に
銃
弾

を
う
け
て
半
分
が
化
膿
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
元
気
で
す
が
緊
急
の
手
術
が
必

要
で
す
。
大
き
な
手
術
で
す
か
ら
ダ

バ
オ
市
の
病
院
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
と

ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
病
院
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
や
治
療
は

看
護
婦
の
マ
リ
セ
ー
ル
さ
ん
の
指
示

看護学のボニファッシオ君看護学のボニファッシオ君看護学のボニファッシオ君看護学のボニファッシオ君看護学のボニファッシオ君（（（（（１１１１１８８８８８）））））
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を
仰
ぎ
ま
す
。

　
前
回
の
支
援
で
合
計
１
５
万
円
が

集
ま
り
９
人
の
子
ど
も
た
ち
を
救
い

ま
し
た
が
、
ま
だ
９
名
の
子
ど
も
が

手
術
ま
ち
。
読
み
聞
か
せ
に
行
く
た

び
に
新
た
な
子
ど
も
が
出
て
き
て
こ

ち
ら
も
資
金
が
足
り
ま
せ
ん
。（
医
療

（
医
療

（
医
療

（
医
療

（
医
療

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）　

　
子
ど
も
を
緊
急
に
泊
め
る
と
し
て

　
子
ど
も
を
緊
急
に
泊
め
る
と
し
て

　
子
ど
も
を
緊
急
に
泊
め
る
と
し
て

　
子
ど
も
を
緊
急
に
泊
め
る
と
し
て

　
子
ど
も
を
緊
急
に
泊
め
る
と
し
て

も
、
も
、
も
、
も
、
も
、
許
可
が
な
い
と
誘
拐
や
幼
児
虐

許
可
が
な
い
と
誘
拐
や
幼
児
虐

許
可
が
な
い
と
誘
拐
や
幼
児
虐

許
可
が
な
い
と
誘
拐
や
幼
児
虐

許
可
が
な
い
と
誘
拐
や
幼
児
虐

待
と
見
な
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん

待
と
見
な
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん

待
と
見
な
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん

待
と
見
な
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん

待
と
見
な
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん

　
大
き
な
手
術
は
、
ダ
バ
オ
市
の
病

院
の
予
約
が
必
要
で
す
が
、
小
さ
い

手
術
は
キ
ダ
パ
ワ
ン
市
で
も
で
き
る

の
で
、
そ
の
日
は
足
の
悪
い
子
ど
も

と
お
父
さ
ん
だ
け
図
書
館
に
泊
ま
っ

て
い
た
だ
き
、
翌
日
に
手
術
を
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
セ
ッ
ク

登
録
が
役
に
立
ち
ま
す
。
子
ど
も
を

緊
急
に
泊
め
る

に
し
て
も
、
許

可
が
な
い
と
こ

の
国
で
は
誘
拐

や
幼
児
虐
待
と

見
な
さ
れ
か
ね

な
い
の
で
す
。

　
先
日
は
、
戦
闘
の
続
く
モ
ス
リ
ム

難
民
キ
ャ
ン
プ
を
訪
れ
ま
し
た
が
、

緊
急
の
宿
泊
場
所
を
必
要
と
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
を
収
容
し
た
り
治
療

を
提
供
し
た
り
す
る
に
も
、
法
的
許

可
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
許
可
を
得
る
た
め
に
『
ミ
ン

ダ
ナ
オ
子
ど
も
図
書
館
』は
、難
民
や

子
ど
も
の
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
提

供
で
き
る
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を

個
人
資
金
で
購
入
し
ま
し
た
。
大
学
、

高
校
、小
学
校
が
近
く
、近
い
将
来
に

は『
ア
ジ
ア
子
ど
も
文
庫
』に
寄
せ
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
の
寄
付
で
図
書

館
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。

　
農
地
は
現
在
、
ス
タ
ッ
フ
の
自
給

用
と
し
て
野
菜
を
生
産
予
定
で
す
が
、

ア
ポ
山
が
見
え
て
き
れ
い
な
場
所
な

の
で
、
い
つ
か
子
ど
も
の
シ
ェ
ル

タ
ー
を
兼
ね
た
皆
さ
ん
の
た
め
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
も
建
て
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。（
子
ど
も
の
シ
ェ
ル

（
子
ど
も
の
シ
ェ
ル

（
子
ど
も
の
シ
ェ
ル

（
子
ど
も
の
シ
ェ
ル

（
子
ど
も
の
シ
ェ
ル

タ
ー
と
孤
児
施
設
）

タ
ー
と
孤
児
施
設
）

タ
ー
と
孤
児
施
設
）

タ
ー
と
孤
児
施
設
）

タ
ー
と
孤
児
施
設
）

　
孤
児
施
設
を
申
請
し
た
の

　
孤
児
施
設
を
申
請
し
た
の

　
孤
児
施
設
を
申
請
し
た
の

　
孤
児
施
設
を
申
請
し
た
の

　
孤
児
施
設
を
申
請
し
た
の

は
、
は
、
は
、
は
、
は
、
大
規
模
な
孤
児
施
設
で
は

な
く
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
や
山
村

に
必
ず
孤
児
が
い
て
い
つ
か
数

人
で
も
、
家
族
同
様
に
引
き
受

け
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
と
考
え
て
の
こ
と
で
す
。

　
プ
ロ
ッ
ク
村
で
の
読
み
聞
か
せ
が

終
わ
っ
た
後
、
私
た
ち
は
、
子
ど
も
を

病
院
に
連
れ
て
い
く
た
め
に
、
親
の

承
諾
書
と
責
任
の
所
在
と
限
界
を
明

記
し
た
書
類
に
サ
イ
ン
を
し
て
も
ら

い
、
親
子
を
車
に
乗
せ
て
キ
ダ
パ
ワ

ン
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
翌
日
、
子
ど
も
の
手
術
は
無
事
に

す
み
、
村
に
送
り
届
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
大
き
な
手
術
の
場
合
は

さ
ら
に
村
長
さ
ん
や
Ｄ
Ｓ
Ｗ
Ｄ
（
福

祉
局
）
の
書
類
を
整
備
し
ま
す
。

　
も
う
お
わ
か
り
か
と
思
い
ま
す

も
う
お
わ
か
り
か
と
思
い
ま
す

も
う
お
わ
か
り
か
と
思
い
ま
す

も
う
お
わ
か
り
か
と
思
い
ま
す

も
う
お
わ
か
り
か
と
思
い
ま
す

が
、
が
、
が
、
が
、
が
、
一
人
の
子
ど
も
を
救
済
す
る
た

一
人
の
子
ど
も
を
救
済
す
る
た

一
人
の
子
ど
も
を
救
済
す
る
た

一
人
の
子
ど
も
を
救
済
す
る
た

一
人
の
子
ど
も
を
救
済
す
る
た

め
に
も
、

め
に
も
、

め
に
も
、

め
に
も
、

め
に
も
、
こ
れ
だ
け
多
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戦闘で焼けた小学校跡で勉強する
モスリム難民の子どもたち
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　イノグウグは、マギンダナオにある集落です。そこは、パガルガ
ン町から遠く離れた平和な村でした。パガルガンの人々は、ほとん
どがイスラム教徒です。イノグウグで戦闘が起こり、町に強制的に
避難させられてからというもの、人々は武装した兵士同士の戦争を
避けて畑を離れざるをえませんでした。昼間だけこわごわ畑の様子
を見に出かけて、夜には避難場所に帰るという毎日です。

　私は、ジプディンさんという名の難民と話しました。彼の言葉によると、この地で戦闘が始まったのは、２
０００年に政府軍とモスリム部隊がイノグウグで衝突したのがきっかけでした。
　それまでは、村にはたくさんの家が建っていました。しかし、攻撃で家は焼け、学校も焼けてしまいました。
誰が火をつけたのかという事に関しては、政府軍もモスリム部隊も相手がたに罪をなすりつけるだけで、何の
責任をとろうともしません。人々は、なすすべもなく畑を離れ、弾丸や爆弾のこない安全な場所に避難する以
外に方法がありませんでした。一年のうちに何度も戦闘があると、難民キャンプから離れることが出来なくな
り、けっきょく自分の家を放棄する以外に道がなくなります。町の近くに土地を探し、比較的安全な場所に家
を建てざるをえなくなるのです。
　私たちは、イノグウグに２００３年の４月９日に行きました。そのとき私は、その地の豊かで広々とした様
子にびっくりしました。いろいろな作物が植えられています。しかし、よく見るとココナツの幹が弾丸で裂け
ていました。私は、イノグウグの人々たちが力を合わせて建てた学校も見ました。しかし、翌日にもどってみ
ると、その学校が９日の夜に焼けたというニュースを耳にして愕然としました。再び戦闘がはじまったのです。
学校は、政府軍とモスリム部隊の戦闘で勉強が続けられなくなった子どもたちのために、特別に建てられたも
のでした。その学校が燃やされてしまったのです。
　戦闘はイノグウグの村だけではなく、パガルガンの別の村でも起こりました。そこでは、武装した兵士の姿
も見られました。それ以来、人々はこのあたりを「幽霊の出る地」と呼んでいます。なぜならこの地のあちら
こちらで断続的に戦闘が起こるからです。人々は武装した兵士たちがとつぜん起こす戦闘をひどく恐れていま
す。それは、まるで夜なかにふいに、えたいのしれない幽霊があらわれるのと似ているからです。
　人々が幽霊が出ると呼んでいるのは、ふつう戦闘が夜に始まるからです。その時は、同時多発的に爆発音が
聞こえ、家も動物も大切な持ち物も置き去りにして避難しなければなりません。大切なのは自分や子供たちの
命なのですから。
　戦闘がある限り、彼らは難民センターで窮乏生活を送らなければなりませ
ん。学校も、安全な地域の学校に転校しなければなりません。政府機関も司
教区も援助の手をさしのべてくれていますが、しかし、あまりにも多い難民
が地域に散らばっているため、食料援助は不足しがちで、ビニールシートを
かぶせただけの小屋で寝るのがようやくで、けっして安全とはいえません。
とりわけ赤ちゃんがいる家族や病気の人は大変です。難民たちは、食料や
シェルターや薬を必要としているばかりではありません、何よりも平和を求
めているのです。自分たちの村にもどって、不安や恐れのないふつうの生活
が出来ることを願っているのです。しかし、政府軍とモスリム部隊の時と場
所を選ばぬ散発的な戦闘があちこちで起こる限りは、ふつうの生活に戻るこ
とが出来ません。
　どうやって平和を見いだしたら良いのでしょう。こんなにも長い間求め続
けている平和を。私たちは、政府機関の人々が、早急にこの問題を解決して
くれることを切に希望します。また私たちは、心ある皆様方が、彼らを支援
し平和に向けて絶えず祈ってくださることを願ってやみません。

幽霊の出る町幽霊の出る町幽霊の出る町幽霊の出る町幽霊の出る町
ベビンベビンベビンベビンベビン・・・・・フロリモン　フロリモン　フロリモン　フロリモン　フロリモン　     『『『『『ミミミミミンンンンンダダダダダナナナナナオオオオオ子子子子子どどどどどももももも図図図図図書書書書書館館館館館』』』』』     奨学生奨学生奨学生奨学生奨学生
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『『『『『アアアアアジジジジジアアアアア子子子子子どどどどどももももも文文文文文庫庫庫庫庫』』』』』の郵便口座を通して寄付をお願いいたします。の郵便口座を通して寄付をお願いいたします。の郵便口座を通して寄付をお願いいたします。の郵便口座を通して寄付をお願いいたします。の郵便口座を通して寄付をお願いいたします。
『アジア子ども文庫』は、フィリピン以外の貧しい地域にも文庫活動を展開しています。

SEC REG. NO.CN200315083
River Run Apartment Lanao. Kidapawan City  North Cotabato  Philippines

http://home.att.ne.jp/grape/MindanaoCL/
Tel/Fax  064-288-5426

METROBANK   ACCOUNT  NO.337-3-33706097-9METROBANK   ACCOUNT  NO.337-3-33706097-9METROBANK   ACCOUNT  NO.337-3-33706097-9METROBANK   ACCOUNT  NO.337-3-33706097-9METROBANK   ACCOUNT  NO.337-3-33706097-9

『ミンダナオ子ども図書館』を通して、ミンダナオの貧しい子ども
たちを支援して下さる方々へお願い。活動目的の違いによって、二
つの振込先がありますのでご注意下さい。郵便振り込みのさいに
は、必ず住所とお名前をご明記下さい。
ミンダナオは非常に郵便事情が悪く、到着しないことが良くありま
す。お礼とご報告は、年４回発行の当通信に代えさせていただいて
いますが、別途、領収書または報告が必要な方は、ご面倒ですがＥ
メールかファックスでご連絡ください。
刻々と増える医療救済活動や読み聞かせ活動、現地でしか得られな
い報告やスタッフの記事など、さらに詳しい活動状況をお知りにな
りたい方は、ホームページをご覧下さい。

Primary purposePrimary purposePrimary purposePrimary purposePrimary purpose

子どもの成長と発達を支援して下さる方々へ子どもの成長と発達を支援して下さる方々へ子どもの成長と発達を支援して下さる方々へ子どもの成長と発達を支援して下さる方々へ子どもの成長と発達を支援して下さる方々へ
1、本をとおしてのコミュニケーション　2、ハウスライブラリーとストーリィーテーリング

Secondary purposeSecondary purposeSecondary purposeSecondary purposeSecondary purpose

子どもの医療と救済活動を支援して下さる方々へ子どもの医療と救済活動を支援して下さる方々へ子どもの医療と救済活動を支援して下さる方々へ子どもの医療と救済活動を支援して下さる方々へ子どもの医療と救済活動を支援して下さる方々へ
１、医療プロジェクト 　2、スカラシップ 　3、子どものシェルターと孤児施設
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